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普及活動情勢報告（平成２８年３月分） 

中央西農業振興センター 高知農業改良普及所 

さてさて、今年度の成果への評価はいかに？ ～農業改良普及推進協議会～ 

 

 

活発な意見交換がされました 

2月 24日に普及所で、生産者や関係機関で構成する委員から意見

を頂く「第 2回高知地区農業改良普及推進協議会」を開催しました。 

普及所からは、重点プロジェクトの「環境制御技術による施設園芸

産地の強化」の取組状況や、総合課題の「キュウリの産地維持と生

産安定」等の報告、更に 28 年度の普及計画の概要の説明を行い、

環境制御技術の実証ほの選定方法や伝統野菜の取り組み等で質疑

や意見交換がされました。 

普及所では、今後も引き続き生産者や関係機関の意見を踏まえな

がら普及計画に反映し実行していきます。 

 

取り組みの報告と提案をしました！ ～ＪＡ高知市女性部直販部会通常総会～ 

 

 

普及所から提案中 

2月 25日、約 70名の組合員が出席し、ＪＡ高知市女性部直販部

会通常総会が開催されました。総会後の研修会で普及所から、「直

販所『真心
まっこと

ふぁーむらぶ』の販売額を増加させるために」と題して、

これまでのチーム会（部会役員、ＪＡ、普及所）での店舗課題や改

善事例、店舗職員と組合員の良い取り組み事例をプロジェクター写

真で紹介し、組合員個々でできる事を提案し、興味を持っていただ

けました。 

今後も、いかに販売額を伸ばしていくか、チーム会で協議しなが

ら取り組んでいきます。 

 

次世代若者に農業の夢を！ ～春野高校出前授業～ 

 

緊張気味に説明する若手普及員 

2月 26日に県立春野高校にて、農地・担い手対策課と共に出前授

業を行いました。県立農業大学校に進学予定の学生 6名に、普及所

管内の特徴的な農作物の栽培状況や就農支援制度を説明。将来に就

農を考えている学生が多く、最後まで熱心に耳を傾けていました。 

普及所では、今後も出前授業などを通して次世代の若者に高知県

の農業の理解を深めてもらい、就農の支援をしていきます。 

 

栽培管理技術の改善は、まず環境条件の「見える化」から ～高知市環境制御技術研究会～ 

 

 

炭酸ガス発生機の特徴を学ぶ 

3月 4日、ＪＡ高知市で高知市環境制御技術研究会が研修会を開

催し、生産者やＪＡ等 35 名が出席しました。普及所からはイチゴ

の炭酸ガス施用実証の中間結果及び環境制御技術事業の概要を、各

機器メーカーからは環境測定装置や炭酸ガス発生機の特徴等を説

明しました。出席者からは先ずハウス内環境を把握するが重要であ

り、測定装置への補助事業に期待する声が聴かれました。 

普及所は、今後も環境制御技術の現地実証と導入啓発を継続し、

生産性の向上を進めます。 
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 春鈴ナスでは代替品種、後作米ナスでは天敵利用を ～ＪＡ高知春野ナス現地検討会～ 

 

 

試験品種を確認（春鈴） 

3月 5日に生産者 8名（春鈴ナス 3名、米ナス 5名）の参加で、

ＪＡ高知春野のナス現地検討会を行いました。春鈴ナスの種子は後

2年でなくなることから、ＪＡと普及所で代替品種の検討を行い、2

戸の生産者で試験栽培が始まりました。一方、後作米ナスでは今ま

で天敵利用が成功していなかったので、前作から継続して天敵利用

することを指導した結果、今回は天敵が定着し成功しました。 

今後はＪＡと協力して生産者から意見を聞き取り春鈴ナス代替

品種の絞り込みと、米ナスでは優良事例情報を生産者とも共有して

天敵利用を拡大していきます。 

 

集落営農の組織化、既存組織のレベルアップを支援します ～集落営農先進地視察～ 

 

 

 

 

 

 

 

先進的な取り組みを学びました 

3月 9日、普及所の主催で既存の集落営農組織代表者や JA高知市

稲作部会員等で兵庫県への集落営農先進地視察研修を行いました。 

視察研修先は、(農)玉野町営農組合（加西市）、㈱五斗長営農（淡

路市）で、それぞれの組織の代表者から集落営農の取り組みの経過

や法人化、現在の取り組み状況等の説明を頂き、後に地下水水位制

御システムである「フォアス」導入ほ場等の見学を行いました。参

加者からは、組織の活動等について質問も多く出され、「フォアス」

については特に関心が高いようでした。 

普及所では、今後も集落営農の組織化や既存組織のレベルアップ

に向け支援していきます。 

 

若きショウガ生産者たちが視察研修を実施！ ～ＪＡ高知市丸朝生姜生産組合青年部～ 

 

肥料工場で研修中 

普及所とＪＡ高知市で協議、企画したＪＡ高知市丸朝生姜生産組

合青年部の県外研修を 3月 10～11日に実施し、部員など 12名が参

加しました。 

研修先では、生姜栽培向けの肥料紹介や工場での製造過程の見学、

市場関係者との意見交換などがありました。中には、今回のような

県外視察に初めて参加するという青年部員がおり、良い刺激となっ

たようで、とても有意義な研修となりました。 

普及所は、今後も引き続き青年部の活動を支援していきます。 

 


